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取水、不徒．埒があ げ ら乳る．

4). t: fl).t.．表、流水に関し (/J:東京郡民の 水 深 確i系 のため莉村堰1:おける ．

村山 ，山口貯水池並び1--::.王）ii..l:::..)Kへの吸水 aa，えらい／sOC. の許可水壷が羽村坦

附近の平水遷(.約妙 /11,1/SQ砂を趙える こと > なり ● こ収が下流威の流里に及

ぽす`影答も大輪さく，潅漑罪にお ける 用水の絶対望を木 足ミ也ている．

S) .'('.. ころで衣流水に対し て地 下？KI{)賦‘存 杖怨、をみると (/953竿／ 0月ぇ0 日

；と25日視度I]) (a.,) 段丘.t..の地下水 IJ:.慈 盤 をなす三浦層群或1よ粘 上 唇 が 不 透

水罹をは ．し 豆 ‘上↓郎の礫唇中！さ ＇忍 lくレ 、いの流勁方向 lj:地表傾斜t似た 1f多

をとり．段 1r... 屋では基盤乃至 :t€.±.. 唇こ深唱と の問かウ泉が 湧出 し て いるの

を各R'1Iご叉、めることが出系る。（特ピ相墨から立川に至る間では枯れる こと

仇い 祭とか丸の 如くに加れこいる衷があ る ）。 (-8-) ）中棟地の地下水は投

丘‘9..t..t .~ られたような芍 匂を示、 し現流路 に対し〔大体以 0゜～ム 00 //)角度をも っ

こ流入し ＇，多 7Jf.)I＼を涵養レている．とこう を久、 も両為乙も地下水の給源と

かぐ 沢 甕とつ い ては未だ明らかでない ．

従っくこりしら の地 下水が 違 漑町Kl：： ど‘の ように役立ち得るか 1ま、小 河 内 ダ ム

完成旭 1-:.お1するぇ i"．3/sの水が羽村から放流され -c. どのように表流）kとし て

涅深用 水 に 和 用 レ門るかと同じよぅに今后 l二宍さ収 T-z唖 要 課 翌 と 考 え ら れ る、

又河床（区下翌と砂利採掘翌から宕 え て ， 愛するに上流か らの流出土砂、 の関係

とが上流 ・地式のオ<f立変 ｛し ひい 'CIむ水源林の特 つ 衰 芸 な 乙が更に検討されな

けれ＇ばなら なし'. (/9.5`夕， l.;l.I) 
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いう形をとつこ？ooo万にも逗しよう乙し こいる。しか U農，念 ，山村にお

いこも緩慢なる増加の運をたと‘っ てきたのが遇例であ I) 、このような一逗の

・人口勅怨、の中にあって ，本論 で速べるようほ避行図は逢 Vい 人 口 威 少 と 釆 し

だ所ぶあ る乙す l~しば 1 社会的問題として当恋注目せね Ii' はるまい。伺攻 ;t\,J>

したか ，滅 Iかに際 しZ Iよ ど の よ う な 遥 租 で捻移したか，再び似前と同環，宅

し<..)よそれ以..t.I])人口 と筵埒でさはいも 1J) か等 の桧討するここは必竣である

と思う 。

こ＞で取J::_げる門前町 1;1' かつて 1/f;該迫砺として条栄した福団、大分両県
しゅ ,f.んどう

によだがる英危山の場合であ?.,:,.修験迫 は本地堂罫説の実践的宗叔として，

ての起凍 la:今から釣／0{)0 年 以 前 の 平 安 末朗 1こミかの）まり，修験 君は山伏と

ょばれた 。かよう は神仏淀冶の宗教が行 に 明冶前の社会 '0_・ Iよ広く大荻 1--::信印

されていたこ 'c.Iよ．／既に圧史荻の誌めるところである。芙芦 11...J屯古くからこ

(J)逗勃乙しこ策栄したことが知られて（＼たか ，I？5ぇ早 1：：逹板 Iえ 009yL (f)山

項で戻蒻いがあ，）， その際約露0耳前の（永久元年／1月え 7日銘入 I))怨文を

姻 めて供嗅する 飼 毀の登商が発見：：：：れたここや ，朝廷，大名等符枚 煕汲の寄

造物([)実 在する こ乙,記笥しの多 いこと からも甫定ミ肛る 〇 しかし冨の悉楼と

枚力の増大により ，中 世 末 の 乱 世 に は 肥前の翌違守氏 、翌吸の大友氏寄地方

の灸旋と兵火を交え政吹を喫したこ ＼乙もある．かような中世以朗の 門 泊 町乙

しての英 彦 山の 状惑は殆ど‘考案していないのでこれ以上鈍れな (Iが，近世か

ら明 溢 時代にかけて門前町英 彦 山を汀似饂つ こさ r.::!.怨冴的衷付 lょ，翌前｀翌喰，

筑 間、筑俊 ＇肥前 ，肥彼の六 国（吃在 の福岡/1左質，畏呵， 大分 ．底本果）
だんは

にわた る哀旅と 壇那と称して抱えていた ことであっ た 。 モ し て虔郎舌荘 f)参
ある

詣による宿泊料ゃ ， 唖那を涅 I)~l\ こ（俗 1ヽ：： ＂枢さ‘'と互 tう ）祈研をした I)'

守 環 礼を配布し て 得 る 布 泡 す な わ ら射礼金や米を金 1：：習えこ主な生活費乙し

た。

菓洛の福成）本／山伏の荻即 5坊荻とこ軋 1こ笥主的な涙 ，高 ，彩、人年の 4谷家

が券遥の両側に菜 Il，咀 冶の切め頃まをは山問の町を形成しこい た ．しかる

に 今日の英彦山 は ，架 落 形 慈 と し て は 依尽こして呵前 1町を はレこはいるが ，

その 阪貶 /.j祐んビ府壌lこ・坂レこレよっ た． す はわら明治後期より今日 にかlT

ては ，北九州工業沌麻ゃ筑翌炭田等の主 とし てエ鉱業従罪名の架る貌尤地乙

しこだ済が＇誼祠さ Uしている，かよ う に門的町か ら院光薬悉への．衣化が向改起・

リ ，明冶 以後戸数 は半 叛 uこし．よっ たが，そ の際乙．のよう に果溶が解体して

行ったか等を考察しこ兒「：：い。
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(2)戸門前町的礫能の哀退と戸数のう咸少

第／図 lよ埋 々の漠料から 1モ殿したものを ，

隼(./6 9 s毎）切荻 500余坊の記煤があるが，

最古の戸数を未すものに元派 8

室示ク%-(17/0年）にはかなり詳

山中の軒数 b37，内本坊 .230、庵室 327，俗 友 含 0,紐 l::、

これは永禄／1年 (/Sら8年）哩遵寺 氏の滉打に 次いで` ，

友改 釆改 1：： J-I) 3年間戦乱の尼心こ化し．宗敢委［造物．家座 ，

灰侭 に 慌した後復爽した哭彦山の姿．である． レ か レ 畏 JJ繁栄したのは欧乱前

人口 30/S とある。

天正九耳(/s?（毎） 大

財翌ば 1まと• んど‘ .

で ， goDク方を数えたと 4云えら収る ＇と ころで相 次・ぐ敗戦後も油 ，元和 え与 (

翌節領 主細川窓興 ！：：ふり 大議堂 （奉幣殿），が再建ミれ 、党永 I牛年

(I63 7年）に 1よ佐笈瑶主蝸 島氏が紐属滋を寄進し ，更に茸保 IS隼 (I7 50年）

． 竺元天皇の意 ~I".: よリその、謁店 lて か＞げる領の奇進と虔 ITT：：こ 'C ~ I 

年 .(I7Sク年）山 r頁の神社炎 J::.のため棗島氏が 国 筵 し た り

/(;,Iら 耳）

宝廼戸i.

ざ‘す
，一方哭 痣 山産主 （

表茜｛立毛 1こして布抱物を支更した ）も京郡の御所を姐め謎公穀へ信！を使 uこ

守護札 の献 J:..を屡 々行うなど杓収陪線の埒宅 の程 E物語ら てし'¥:0.

かかわらず元禄以降の笈迅乏児こも '!f1|るよ うに

戸 数 の沫Iレを乗しこいることを注回 ．にお 1まな らはい。こ tj,(は前菩をも紐収た

ように ／特 収階級の支持ピよつて門前町英 彦山 が繋栄したもので 1よなく，窮

乏生活 を送っていた 中 部 ．

ピれ 12.も

『大正初明 1ご至るまで忌、政な

いた妬渫 lごクトならなし 1.

妃郡几州の疲亥 の悟叩 (f、J:::.I •こ立つて蕉栄を保つて

しか 61Iご絶対的魔力を持っ乙信じていた山伏が買孜

また荘大な建迫物を滉矢破浪徒に改れ たことは精神的に大さな街群を与え ，

ミ此「：：こ ‘乙ぱ／衷 面的 Iごも英彦山の威版を失墜した．であろ う ぃ

か って英危 山 肉では r殺生乗角II ．五穀耕｛巨を禁制するなリL.' 

せの現れとし

（元礫年中

は新 if=.するもヽ）尻りて乱り月わ リて後、ち享保季閻よリ甚この制まに肯 Iすど‘も改

むる人なし •・・・ ー） .— .... ..l 

者が 成Y'(,,'
ぁっ

る＂旅ミ“に出かけても布砲

という状態になった，衷哀の信（叩 lむか7豆らいでは参誨

一方ではいわめ

~ I 団 英 危 山 の 戸 枚 変 化

が少く な I/、結忌／ょ英彦山 (j)―

坊深 9よ勿裟 こ1fいこ寄主四ほ俗

涙）よ生活困避乙はリ 白己の

昼敷や壇易⑭の収f11を売！）吃れ

を浚全とし C他に転出するも

のが多くはっ た ．かようは状

慈がつ・ゞ いていたが ，明治 3

年（／的 0年）坤仏分角が行わ

兌
環
八
）

天
岱

（
史
示
と
）

石一。
（
竺
磨
ーo)

ZJ
大
0

哀
像
九
）

一
公
乏
J

廂
冶
元
）

一
ハ
六
八

』

（
さ
兌
）

元
二
0

冦
和
栞
1

)

ー
皇
ー
を
竺
3

年

0
戸

0

0

0

0

0

0

 

―

`
 

。7
S

3

/
 

-4 -
I 



れると ， わずかに大塩堂（奉咤翠）を残 V ,他 の仏 牧的色彩の建造物，

ぱ一切取壌されるに至り 、修験遁湯としての生命iよ消式し こ しまつ厄 ，

宝物

l-X J::. 

のように人｝この離反．と共に最後には政冶的原 因 に よ っ て 門 前 町 乙 し こ の 被 花

は停滞し戸 1コの叛I)"を茎しくしたものと思う

(3)観 冗集落的機 能 の 発生 と戸数］咸少の1亭滞

大正阿•代以降今 日まで禁戸数／え 0 戸を前後し 、 、そ爪以下には淑少しないこ

とも 戸 数変 遷 J::...1J)大きな特徴と いえる。伺故吏＼ご減少しないだ｀ろうか ，捩言

すり‘(¥：／え 0戸を支え ている もの は 何 で あ つ うか。唄冶以降門前町 tl--'.J色彩の法

くなった結 果／菜落の環虎から旭せぱ翠 林 米 1：：依存する山村的性格の濠くな

るこ とが予想ミ収る．そうなれば現在飽和的状態にわる閃地の面積から戸改

の維丹能力を元．える‘乙 J 第え＇図は大字英彦山の都悉別に各衰家の前地面叙(． 
田 、畑 ）と水 第 る 図 戸月I I 秤 迎 面積と 二 毛田 ~ ( • 印 一 戸）

田の衷 作年を

現わしたもの

をあるが， 花

山村的な南 ，

北坂本 、庖か

谷a1I /"当 1)

南汲~ 本 ． 庖ガ‘ 谷
． ． 

-[..— I.... 
（打咄蕊積、）

ぷ 5反

英充山

丁―

テ ーLt • 
:.. ...; ••• 1.. ! ... 

f 

... 
•• I9. 

I 
r反

社会的条件の下で は平均耕地面積か~ 6, I反であるここから，現在の自然的，

釈 誇 の 英荒山内で は （ 広 敦 の 英 彦 山 は南，北坂本、 怠ケ谷を含む）．鯰 掛 地 面

碩紐 8町 S ．及であリ／3戸しか維持できにく い。然る に 展家だけでもぇ4-?(内

避青い牙戸 ）而刃せ (f)平均面穫 1,13夕反 i 反uヌタ~s妓 ．'I:'..ぃう喀細な酒様でぁ

ゐ 。更 に殻朱以外 の尿は 75戸にも逗し， 計 再上過卸）は約 95戸 l<i"何か山 村

経済 以 外のものに 担持されていることになる で即ら観光地的経済が之である。

従っこか:,,る 1生格が無か ったとするな ら ば更 1：：：：戸飲の戎少と児rz-c.あろ うし，．

また ．逆1-:::.毘光 迎約牲格を更に 強豆む臨して容を誘 致すれ 1ぷ戸 数 の 増加が望

切ゐ ．

ところ C、親光的 披距卯発展 Iさ社会内環境の茨化 ，つまリ内部的には修験這

信仰 の衷 選と ， 外郡的 には 北九州工業他硝亙筑哩 炭 田 の発展 に比例し ．t促進

され た であろラと予思される⑰で ）妃 ．兄う外におけ砂如工装免達の＂ ＇も必要

にな るがここでは 結 果 的 に 見 る 1：：： 止わる．炭田 の完運の方が エ衆地帯の 形成

よリ早く ，英国式の 、宅躍乙坂禎乞取入れて近代的石灰絃家を唸めをのは 明冶

／咋年現在の販媛柄外 tf) 一 炭坑 l ご始ま') ， ・ 日 浦戦争を択域~u て筑墜炭 田全域
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に急速に発進した ．一方咀冶 34,年 1：：は東洋ーを誇る八惟穀鉄所が揺業を定め

それと前俊し C微城 ，製飼，訪讀，也メ ／` 卜寄のいわゆる北九｝卜｝工察地帝が

形成されて行っ T：：．炭坑屯また エ案の発夜と失 1-=.在々開発され J ~月治 4-o~代
には鉱 ，工業ともに唸と、今 日の茎表が出 束 J:::.った。 ).x..t./J) ことから乱光地的

牲格を哨びてき た([)むほゞ゜月治末困かう乙掟~~ utる・ しかし実際には咀泊

以来神遥を回放と したのご、思想的に｝ ・神社崇拝が盛んとな I)｀寅の親光薬 洛

とは云 え ないだろう 。浣 3 図 1よ英苑山登山老の記男地を知るため、まず門前町的

色彩の濃い時代の推定資料 乙レて 咀冶 33耳へ3S年 1てかけての 二坊泳の澄甜恨

から凜那の分而を現在の市茄別に整坦し ．てみ た 心 そ の お 哭 ， 筑 康 ， 肥 悛 ，肥

前に条＜ ．こ＞から手を過して埴祁．吝が参語にさて ， ての坊涼に迫つていた

・わげであるりもっとも他の坊家で IJ気訊 ，翌詞 、翌後 1ご曖郡を祠っ朔も冬い

が ，給芍.<fl痰業人口の ..t:.,か ら 云 っても策紫平野 ，肥後平野の澄那数には及ば
i 

はかつ r：：幸は容易に想｛象で｀さるし忽るに先にも違べたよ うに北九州 1こおける

， 鉱：i 業の発辰~ ,
哀打 におげる信 師

の衰逗 1-:よ I} ，北

＇九洲からの登山届

ぷ沢第 1：：・多く、な IJ'

かつて参話弟 の多． 
1かった策後，肥 岡

肥後方面か らは参

均者が成‘少し始め

た。企• この南移的貝

科をよだ令 手し ・て

いないが I u召和 l,S

生9月～ 16年 ID月

の一旅 98堵帳にょ

る登山者の土身地

ぱ別表のよ う に ，

既に I、之，3,4 , 

の北九州地方がク¢

％を占める程1-:は

つてい る ；しかv
なお筑後地方は 筑 第 3図 殺近 I[)宿右登山宅と日月冶時代の境別5分布
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翌地方 1：： ン欠ぐ 比 卒 包占 めて い る ことは 茨戻 の神祖巻拝か廃込 んだっ t：：ニこを物

語る ． 地方号11忠冶 登 山 者 数

観 光某苓とし こ の性格 '.I'地方 号11

を決 定つ l`Tr：：のは昭和え〇

年 以 後である． 2,J生 3 用 「北九州 五市 と 下関 市
ぇ筑翌地方（直方9這 ．田

～ぶ 年 8月までの老 冶登
． 迅貨．翌手．田1

3.福岡池々
- 科百岡 市と宗1~

山名は第 3 回 'L..別表か ら
( m．早良 糸

ダ・京郡，筑上地方（束郡．策.I::.郎
判るよう に 、．地 元の 策 唖

5、筑復地方（
久西米．大牟田市．と

地方と望頭 1て I. 2, 3 な
斉羽；、文三滋山

6. 1左領` 県
ど の 部市 地 方が落しく唱

7.焦本果
大、レ， '-I-,s-, 6, 7 など‘

の農村地巧 ，よ君しく 澤 少

レてしまった 、 そし て英

老山の皇落自体も大きな

衷化 が生じた。 旅 箆の新染 ，堵釆，釆営ヒ ュ ッアの汲 哩 ， 硯 光 遁 兌の建設 1

山の家の発生，更）二 25年 1こは国定公固 t-::垣定ミれる に 至り，外祁的 lごも 内

部 的にわ観光地と しz:![)．性格が后しくなっ r：： ，（！山 の 表 I/le!:え0年以前 lご1よな

呆

他
分

の

誌

大

そ
g

?

-

（同ー旅甜の 距恨I：よる')

3月

計

店和 15'.ii-q月 晒 和 2.3年

） ~ lb年／0目 ヘ ス5年

人改 百分年

~二人よよ歎8＇, 
4233 ]7, I 

活"I 市裕、邸と） ラクえ 272 

g涅） I 8'0 S.4 

） d/S 6.ら / 0ム

“t.=.t--
t,t. 79 141,s .3 I-< 

守三氾郡

I IC/ 3.6 4≪ 

タよ /．3 ／ク’

9 0 2.7 198 

S̀ 3 /．る

ふJ/ t:,j I /00. 竺竺圧 一

． 
かっ たものであ ったが ，25年初 ぬ生 でに ダ戸でさ，芍年現在では /j戸 にも 反

ん后 。こ l}'t/J:勤労名の底生施 設 という惹から エ 吼 鉱 山 が 領 康 保 険 組 合 を 邑し‘

て穀遥す る ものであリ 、何 収も大工滉絃山に限られゼの袈没したエ瘍絋 山 の

従 業呉 7さ‘rrが 利用するのでこの点中 11ヽ 企業 の当面す る社会的な問頭の 一 謡 面

が現われている．．山の家／3戸 の 内 9戸は坊象 を信りたもの で、 あり．ぇ 戸は 善

遥の家を，残 1)のえ戸ば新猿

泉 ,J<

゜，ー一 マ（＇、也‘ )1ーこ」 応

日． 

品
序 4 図 坊家 の問取り

歎卒ヽ 蛋ヽ打孜 N 
L I 

o<. 6 
I 

? 7 I 
I. I 

、L,I.

ク9

I, 0 

した しの で あ る が 何 れ も旧坊

荻の屋蹂踪 1'2建 て ら れ 伶 リ 坊

'.$..d; りの臨 I匂が多いの）a:'か

つこ虐那 容 の 悉 泊 所 で あ う 々

隅係..t.せの原、形 1ょ第 み 団 ）：：

示し t之・よう は善迫の咲涼よ

リ大現辰で ，新栞するより

経済r杓 1ても位唖的に も有利

な条件と濤えて い たか らぐ

わる．
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(4) 明 治以 前の集落

かって bOO戸を起していた門前町ぷ今日さ勺／Jo戸に哉｀／kしたが、躾宕江

地 (/)...t..c-Iよと‘のようは変化を生じたであろうか．明治前の集落位置と戸数を

8月唯 1-:示 す資料がはいので英彦山神社所蔵 の 8月冶初耳坊中を敷図を第 S図 Iご

竪理し ，その他文菜と知 1)埓る範国 の屋敢邦を手掛、 X して ／逗去の某茎位置

と考疾した．第 5団を珀＼ーるように現在の中 lヽ 邪）さ奉幣殷から銅の熙后までの

問であるか~ I ここでも危ヶ 谷まで居敢跡が統いており過去の繁栄がしの Iさ]t

る． レかしかつ てこの通りは衷命遣を あリ）妃坂本～男/¥f'f'T(J)速 1) が表坊遥C

あったこと が古地 団類や J 充諜 I茸 (/6gg耳＝戸数 600戸を，越えこいだ頃）

の本蒋毎~代記に記敦‘されこ いる。衷参逗なら戸数も明治籾年図よりもっと多

かつ「zであろう。 手実宝磨年間の記銀に別所 に／00余戸とあ I) I 便誰 1：：も ll

別所舌野倉一 つ‘／こいうのがある。百軒もあるのに倉を祠つような家は一軒

だという意味だろ うか‘1 元采坊扱 1ょ倉を持つ家が多いと云ぅことと ノ判 所と

いう迎条／表殊遠X いう 1立澄から芳えて産 主の別院があった釘ヱ思われる。

をし C他 1ょ会をもたない環，・面 ，距人など‘(J)俗家だった乙いうことが推磁化さ

れ ／明治籾年図にはまだかは 1)坊荻以外の 荻座・も忠条し tいて名戎を止[)て

いる。

次に宮立と王歴 の谷である。この方面 1よ英彦山でも歴史の石い祈乙いわ l1.I 

智室谷頭の大痒壁1二差禎 3 耳 (I-<3 7年 ）拓入りの梵字が彫刻ミれて t:-,・I) I 

正和ユ年 (13/J年）の王葉果には壬座の歌が記藪‘これていて一応虞定をさな

屋敬臥も多 く衷 っているが戸数1-Z.商 レ と は不 5月である．

距舘の喝係.t.固阪 1つは克えはいが，号11所 の栗方約 3加の所 に神社があ 1) こ

の附近を翌．前坊こ呼ん Cいる。現在はわずかに I戸あるだけ だが，地名や命

遥の固釧に坊の郷らしいものが坦当見当る ところから， 坊の存在した ことは

硝で‘ある．

かように繋栄期の疾危山 1ま苓を趙えるこ‘ とに翌莉閃，号II 所— :Iし坂本，大渫

堂～虐ヶ谷 ，智室，王歴などの谷閻に 家が連つてい た。そして谷Iての谷頭に

ば 1込ず寺社が存在しちことから ，英 危 山 全体が門前町の喋合体であっ た と 思

われる。以 J::.の9よ うな明治前の各策返の消長に ついて 1よこれく らい（之止め，

硝冶切耳と現社につ い こ 検 討 し J 消茨した累塔あるいは現在位雹 1ご残った祟

送の原因を希えよう．

(5)明泊以降の集落立地と積能の夜化
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`— : イ谷衣 ‘-•一〒一 ‘・ 、

l—-- d.15km 1¥.., 、`日田一三可 ー 返路‘.-- ‘--.、`.¥1至aョ：三二
第 5 図 門前 町の過去 と現厄

各泉各の将淡 l:.I ① 酉空 ，王、登芍面 ，＠虻坂本、別所方面，R現在の中心

祁 の 三群に 分 け て方 え る こ と lごし rて。なお 翌前坊方面 1ま 明 冶 初 圭 以 禾 今 日 ま

で／戸あるだけ で変化がなか ったので 玲り立した．

のこ．の方 面は明治切年まで・1よ組主ら戸，壬屋に釣やあったが‘今日王星,.-::／戸疾‘ず吋1―

嘔んど康冤1ま｝麟‘した形であ る。英彦・山の戸数が統対的にも救‘少し つ）あ る哨． 早<...::

>、)菓溶を消諏 さと厄原国が二 つ危えられ るー一つ 1J壬屋．智室方面は仏教

的埋迫物 が衷か った ので` ，神仏分固＆似系堵りみ られ な く な l)参語香の叛‘少 1:::.

拍 車 を か 1戸そこと。い ま一 つ は交 適路 の変遷1之よ 1) （第 3団唸照）か つて翌

妓 からの 参垢若 lょ王．屋、；智翌を速ってくるのが最謡路であり．，壬逢 la哩俊か

ら英彦山への入口を な レ て い 「2 。ところが明冶 aよ年 へ 匁0 耳 頃までにエ絋

業発展 に 伴 い ，今日の北九 )H(J)鉄遥潤 1よ殆んと‘完成三れ ，兄｝トトー囚からの登

山危は筑翌苗塙 の鉄道終点添田町ま ('.:・至 I} ，これよリ徒歩／,;?K,Y¥, I 南坂本，

殊 1こ前危を条く直 のこ英彦 山1-:::末 るように なったの でこ の命詣路を 除いては

若 し くこびれ ，王座 ，聟室の人 々 は英彦 山クトヘ記出した リ、或は現在 の中心

部へ閃助してしま つた ．

② かつて衷秀遁 だっ r-zこの方面は， 坊 泳 の咤困 12応し＾る渓民 ，取 人 （屋展

- 0 -



ぷさ、湿径、鍛迄屋寄） ／南人 ≫医老などの俗収）こょ li主乙して虚成されて

いた照｛系J::.J 坊涙の不素気や虹出は忽ら収入戚‘少 となっ こ英・彦山内での主毛
あな

が困進 1：：「ょっこー くる•この東、坊家は参詣 ＇客が成少 し ・ても旅きによる収入で生
活できた (J) 乙は立呪が逗い不丙ばおる e• ま r-:. 先ピ速ぺた文運兌の疫遷によリ
大部分は 萌 成 本 へ 英彦山の参遵 1--:容が 吸収されて行 ったことも衰退の房因疋

ぁっぅ．哨迅初竿にはまだ別所33戸，北坂本／3戸あり逢去の固影とわずか I-:>
ごこん＼ヽ '

止め ．ている・なおこ • > (J)医君は俗 I-::卸殿色とよばれて い た が ，明；戸噂頃芥

眈を死って東茉へ惹出レ「：：．

〇か っての衷参遥が現在中 ltl‘ 秦悉こなつ ＇た原因は，現光約微能へ の返揆ど ・

もか らんで枝筵であるが次のように房える。各坊券 1よ焼定(/))鼠祁を杓つてい

たの さ，そこからの、参話名も壇那オ色平11の売啜のほ俊以外は大体t- 中不夜的を

めつ た 乙芳えてよい ．従つて唖耶の 1苔（'1]が団かった睛 1よ経済的には安足的厄

?「てといえる （ 一 ~l'l'.'. t../て呪印0年頃過常年這廷日放ヽ 0 日かか・つて筑前一

筑・i幻ー 肥節を羞I I 収入ばダ 0円へ 50円ぐらいであつ rz.［当睛米ー 什ん～

5安］）。また競争によ って 命 猛 茎 を 復 侶 す るのをはないか ら、茨彦山内なら

ばどこに店忍が立咆して •も位翌的な喋位と い うものはあまリ問翠．でなかつた．
ンこころが神仏令離に陵して大 湮堂は・砕社に切智えら・れたのを／山中薮 大 (J)信

仰吋珠建造物として寺院の ほ くはつ十：：： 沃・席山においては白怨笏埠毛が祟 1) '

また免約 環女子は、こ．、 までくれは茨彦山に殊距したといえるという脱念をつ

< 1) ，この命遼筋に溶・が祟った。これをい っせう促造さをた nは大正ビ入っ

て添‘田～英宛山（銅 I 迅居 ）に県道が笠傑これ ，自勃車が運並ミ恥るよう忙

なると全く登血忠は翠 J 愚尼へ奉布殿ヒ吸奴：：：：れた。しかしそ札 Cもなぁ‘英

危山 全伸としては参益濯泊老の数．妹戎少レ，こ Q)t-;, V)明冶初年心 I戸あった

坊啄は ，今日では 37戸に 欺1JJ-し，その 座叛 訊は他所から返入 Uた百姓1-:.より

｀ （英宛山国辺 0) 山村士牙名が~(.\)多くは水田｛しされ C 行った．

さこ坊泳の拡土したあ~. :ic:(f) か〖各が赤~Iこ釆こも既に慈 泊する坊かな

＜ ／こ＞ 1：：放餡の必要：牲が 生じ 「2 ．ま を 明芯ぇ0年以陥は北九州の発展岨をも

ぁり ，坊床とは級故の gぃ命諾毛が増加し たことも原因となつて ，8苛の赤

館がり恥冶辺年から明冶ホまで 1：：出末上つごいる（いl以的に IJ:枢砲ははい）．

旅舘 {f)―的厄栄は咲産 z.粧貨函え，呉眼哩／ ．坊衣 3 、であるが，て〇臨梁

前坊敬でめったも I[)も合いると結るら軒が坊よ J)五怠レ I二ことになる。また

放 饂の位迂は第ヽ 図 1：：：示レ「：：よう 1：：，径山路の分政点 1っ当')、 1../.軒 Iょ他の効

用から秒勁レてさたものをある，現在商店は兼紫も合めこえ¢戸おリ盆ど参

理両仰1を 1巨めていをかように微姥、商店等は競条 ..t..その江地要因（二敏威を

叶o-



,＼ 

あるが 最逍の＂ 山の家 ‘'は競争的なものでほ な（｝ の を参遵から はずれた坊

哀屯これに立白するものが多(.;。
.l:.宮

以 .t:(/)ような 悔描をもら ．過程乞杢

て今日 の中硲的祟溶ぶ形成ごれた。

'(6) も‘すび‘

門前町の選まをかえ i)みると，儘

幻 か ら発生し r-zt痙々の経洛的哀付に

ょ l) 充康~しセことが判 る 。従っ こ巣

忘 1よ徳灯乙いろもの と 朔 1：：租闊々係

にあり，信 Ii；げ）衰逗1さ門前 ll!JIことつ ＇

~let 致命的打毛とな り， t貢性的ほ簗

悉撫持ば殆と‘至め「d-(', 成 田 や 芽

筵 琴平 埒 は 伝 統 的 浩 間 の 銀 祠 に 成

功したものであ乃うぶ／それでもな

ぢ I」、地或の中 IC:S都市的徴乾乞 イ抒じて

祭栄している。 門前町英彦山の哀退

四 r の投終的戻因 1よ禅仏分離 1-::.よ I)以後
四 商棠

ISl 衷疾
区i労役

回 公培

ロ光 の 他2
こ二］
長形Iむ坊尿

第る図 菓器 の駆業罹或

修験遥 I~ 消版｀したことさ，わずか 1 ご

往時 の 名 霰 を 奉 滸 殴lこ止めせの勢浬

両位I¥I：： 固辺 から 、禄勃レこ芝た家が連

なつこはいたもの＞、蔀出する老の

方が多く京邁 1l)一途を ，をどり、交邁

不 陵な山蘭．剋城をはあリ殆 んど山村

化と＇ んと した 際 ，北九 州の発展と いう 固辺0社会的痕屁の没 化 'LI 英危山の

自慾か栄隊ど四柔の 夜 化に富む という条件を僑 えてい た た め ． 山 村 、乙 レて収

容可能 以 J::.の戸数を，形悲的に は門前町であっ ぷ観光 架惑辺 U こ の裳涸に t7J

菩るこ •こによ 1) 今日維拐している。そして今曰設痘したエ喝 ， 鉱山以外の従

．衆 員 は思剪、ヒ浴也ぬ ‘Lいう問題を 含む湮生 施毀し1山の 尿／）にも見られ る保忠

的 な 色 彩も濃くは I] ，わずか江がら戸数も・嗜加の悛固 にあ I) 、菜悉吉体x'...v 

い）発展の希望 が埒てる に全った．，レかレ 衷村からの登山産が着 しく、裁少し

て い る 華 喫's:l:'告（印が広くなったから夜し方ない という手とは別問坦 に 』こ

れらの 人々が翌光 とf果嬰に登山で主るよつな社会的環虎 を作 らね ば漿民の固

上も 1 また硯光地英彦 山 の禿辰も健 全はもので 1よはい だ ろう。 (IfSダ，3,.]I)
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